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有年考古館特別展の開催について 

 

 

１．趣 旨 

 このたび有年考古館で、特別展「群集墳－播磨に現れた黄泉国－」（会期：

９月１１日（水）～１１月１８日（月））を開催します。 

 

 

２．内 容 

全国で爆発的に古墳の数が増加した６～７世紀、各地で大量に築かれた古墳

は「群集墳（ぐんしゅうふん）」と呼ばれています。こうした群集墳には、そ

れまでとは比較にならないほどの多くの人々が葬られました。こうした古墳に

起こった大きな変化は、当時の社会や人々の死生観の変化と密接に結びついて

いると考えられています。 

播磨地区でも、特徴のある群集墳や横穴式石室が築かれ、多くの人々が古墳

へと葬られ、また多様な葬送儀礼が存在していました。本展では、播磨各地の

出土遺物や群集墳を紹介しながら、当時の社会や死生観の変化を考えます。 

 

会 見 年 月 日 令和６年８月１日（木曜日） 

担 当 課 文化財課 （担当者名：山中） 

問い合わせ先 TEL：0791-43-6962  （内線：2326）   FAX：0791-43-6895 



赤穂市立有年考古館 令和６年度特別展「群集墳－播磨に現れた黄泉国－」の開催について 

 

１ 特別展名 

  特別展「群集墳－播磨に現れた黄泉国－」 

 

２ 主催等 

  主催 赤穂市立有年考古館 

共催 神戸新聞社姫路支社（共催名義：神戸新聞社） 

  後援 ＮＨＫ神戸放送局・㈱サンテレビジョン・㈱ラジオ関西 

 

３ 会 期 

  令和６年９月１１日（水）～１１月１８日（月）（毎週火曜日休館） 

 

４ 場 所 

  赤穂市立有年考古館１階 常設・特別展示室 

 

５ 趣 旨 

全国で爆発的に古墳の数が増加した６～７世紀、各地で大量に築かれた古墳は「群集墳」と呼ばれて

いる。こうした群集墳には、複数の人を葬るために「横穴式石室」と呼ばれる埋葬用の部屋などが設け

られ、それまでとは比較にならないほどの多くの人々が古墳へと葬られた。こうした古墳に起こった大

きな変化は、当時の社会や人々の死生観の変化と密接に結びついている。 

播磨地区でも、特徴のある群集墳や横穴式石室が各地で築かれ、多くの人々が古墳へと葬られ、また

多様な葬送儀礼が存在していた。本展ではこうした播磨地区の「群集墳」をキーワードに、当時の社会

や死生観の変化を考える。 

 

６ 展示資料 約２００点 

奥山古墳群・塚山古墳群・野田古墳群・木虎谷古墳群（赤穂市）出土資料 

見野長塚古墳・西脇古墳群・丁古墳群・ドンデン古墳群・塩野六角古墳（姫路市）出土資料 

袋尻浅谷古墳群・龍子向イ山古墳群（たつの市）出土資料 

東山古墳群（多可郡多可町）出土資料 ほか  

 

７ 入館料  無 料 

 

８ 関連イベント等 

 特別展開催記念講演会 

  日時：９月１４日（土）１３：３０～１５：００ （会場は有年公民館） 

講師：菱田哲郎氏（兵庫県立考古博物館長） 

演題：「播磨の群集墳と古代の開発」 
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